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TLCDAKAR 2009
参戦報告書

トヨタ自動車株式会社	 豊田通商株式会社	 株式会社デンソー	 株式会社江口巖商店
関西ペイント株式会社	 日研総業株式会社	 株式会社ニッコー	 株式会社槌屋
矢崎総業株式会社	 アスモ株式会社	 新和薬品株式会社	 東海興業株式会社
豊臣機工株式会社	 株式会社サミット東海	 株式会社ジェータックス	 株式会社小糸製作所
中央発條株式会社	 峰澤鋼機株式会社	 カシオ計算機株式会社	 太平洋工業株式会社
イネオス	ケミカル株式会社	 トリニティ工業株式会社	 川崎設備工業株式会社	 株式会社きんでん
東亜電機工業株式会社	 林テレンプ株式会社	 株式会社大林組	 あいおい損害保険株式会社
丸高株式会社		 株式会社イノアックコーポレーション	 小野電気株式会社	 株式会社中外
株式会社豊田自動織機	 三井住友海上火災保険株式会社	 アイシン・エィ・ダブリュ株式会社	 住友商事株式会社
建設ゴム株式会社	 トヨタ紡織株式会社	 株式会社ジェイテクト	 アイシン精機株式会社
石原商事株式会社	 豊田合成株式会社	 株式会社アペックス	 株式会社陣内工業所
清水建設株式会社	 株式会社善都	 株式会社トピア	 株式会社魚国総本社
小島プレス工業株式会社	 住友電気工業株式会社	 株式会社大気社	 タケショウ株式会社
中央電気工事株式会社	 東海ゴム工業株式会社	 東海ペプシコーラ販売株式会社	 東京海上日動火災保険株式会社
トヨタホーム株式会社	 西川ゴム工業株式会社	 日本ペイント株式会社	 豊和繊維工業株式会社
白月工業株式会社	 ABB株式会社	 協和自動車株式会社	 三岐通運株式会社
株式会社東海特装車	 古河電気工業株式会社	 大和塗料販売株式会社	 トヨタ車体精工株式会社
エヌエス・テック株式会社	 カリツー株式会社	 岐阜車体工業株式会社	 シロキ工業株式会社
高砂熱学工業株式会社	 株式会社TDC	 日本ワイパブレード株式会社	 OBARA株式会社
TABMEC株式会社	 株式会社東郷製作所	 日東工業株式会社	 エームサービス株式会社
株式会社甲英	 ビューテック株式会社	 株式会社フルキャストセントラル	 豊精密工業株式会社
愛知トヨタ自動車株式会社	 株式会社東海理化	 東京トヨペット株式会社	 福岡トヨタ自動車株式会社
KYB株式会社	 アイシン・エーアイ株式会社	 株式会社コロンビアスポーツウェアジャパン	 MOTUL
トヨタ紡織ユニフォーム株式会社	 株式会社アライヘルメット	 株式会社モンベル	 タカタ株式会社
有限会社野口装美	 日本電気株式会社	 シマツ株式会社	 大塚ベネックスLLP
エンケイ株式会社	 株式会社エンドレスアドバンス	 ベクター・ジャパン株式会社	 一村産業株式会社
イイダ産業株式会社	 株式会社PEF

DAKAR 2009 Argen t ina -Ch i l e
TLCの活動を支援していただいたスポンサー企業

ご支援・ご声援ありがとうございました

発行／トヨタ車体株式会社 総務部 広報室

トヨタ車体株式会社
チーム・ランドクルーザー・トヨタ・オートボデー
ダカールラリー2009 参戦報告書

市販車部門４連覇達成
新型ランドクルーザー200で初開催の南米大陸を制覇

ピンチを脱し、勝利へと導いた
TLCのチームワーク

日本人ディーラーメカニックの活躍
環境に配慮した取組み

バイオディーゼル燃料・バイオプラスチックボード

車両解説
新型ランドクルーザー200
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初の南米開催のダカールラリーで見事優勝!
ランクル200の安全性・信頼 性・走破性を証明

トヨタ・ランドクルーザー200で初めて参戦
したダカールラリーにおいて、市販車部門優
勝を飾ることが出来て最高の気持ちです。監
督としては初めての参戦でしたが、優勝とい
うものがこんなに嬉しいとは思いませんでし
た。想像以上に波乱やトラブルも発生する中、
全員がひとつになって戦い続け、ジボン/三浦
組と三橋/カタルリ組が協力しあってゴールし
てくれました。まさにチームの力で獲得した
勝利であり、今は感謝の気持ちで一杯です。あ
りがとうございました。

部門優勝を獲得出来てすごく嬉しいです。初
日に転倒しましたがメカニック達が徹夜でき
っちり修復してくれました。このことを忘れ
ずにその後毎日を走りきった結果です。

新型ランドクルーザー200 デビューウィン

全員の力で獲得できた優勝だと思います。前
回はあっと言う間でしたが、今回は長く感じ
ました。とにかくこの達成感をどうやって表現
したらよいのか分からないくらい嬉しいです。

やっとのことでゴールできました。個人的に
は悔しい結果ですが、07年、09年とチーム
の優勝に貢献出来てよかったです。今回はチ
ームにとって良い結果だったと思います。

初めての南米はまずまず難しいコース設定で
した。ブエノスアイレスにゴール出来てほっ
としています。トラブルもありましたが、チ
ームが優勝出来てよかったと思います。

森　達人
チーム監督

ニコラ・ジボン
ドライバー

三浦　昂
ナビゲーター

三橋　淳
ドライバー

ブルーノ・カタルリ
ナビゲーター

2号車
市販車ディーゼルクラス優勝

市販車部門1位
総合14位

No.378

1号車
市販車ディーゼルクラス4位

市販車部門4位
総合31位

No.375

監督・選手 喜びの声

2 0 0 9 . 1 . 1 8  B U E N O S  A I R E S

市販車部門4連覇達成!
2005

2006

2007
2号車　三橋淳／三浦昂組

市販車部門　1位
市販車ディーゼルクラス　1位

2号車　J-J.ラテ／B.カタルリ組
市販車部門　1位

市販車ディーゼルクラス　1位

3号車　浅賀敏則／沼田靖志組
市販車部門　1位

市販車ディーゼルクラス　1位

 DAKAR 2009 完走率

完走率54％の過酷なラリー!
参加500台中、およそ半分がリタイアした今年のダカール
ラリー。その中でTLCは見事2台をゴールへと導いた

	 部門	 	 クラス	 参加台数	完走台数	 完走率

	 	 	 ガソリン	 3	 2	 67％

	 市販車	 	 ディーゼル	 26	 17	 65％

	 	 	 市販車計	 29	 19	 66％

	 	 	 ガソリン	 69	 33	 48％

	 改造車	 	 ディーゼル	 79	 38	 48％

	 	 	 改造車計	 148	 71	 48％

	 	 4輪	 	 177	 90	 51％

	 	 2輪	 	 242	 126	 52％

	 		カミオン（トラック）	 81	 52	 64％

	 	 合計	 	 500	 268	 54％

市販車部門で
１位、４位！

4輪全体で
14位、31位！
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Rest day 01/10

開催日程：2009年1月3日〜18日（16日間）
開催場所：アルゼンチン、チリ
走行距離：9574km（競技区間 5652km）

ダカールラリー 2009大会概要

大勢の観客の声援を受け、
2009年のダカールラリーがス
タート。ラリーの初日、2号車
が時速100㎞以上のスピードで
3回転する大転倒にあう。幸い
乗員に怪我はなく、車両はメカ
ニックの徹夜作業で無事修復さ
れたが、いきなりのアクシデン
トにチームには緊張が走った。

5日目、ネウケン〜サン・
ラファエルの行程で1号車
が不運な駆動系トラブルに
見舞われてストップする。
翌日未明までにチームのカ
ミオン（トラック）のサポ
ートを受けて再スタートを
切ったものの、無念にも順
位は大きく後退し、代わっ
て2号車が部門首位に浮上
した。

チリのヴァルパライソで中間休息日。ドライバーが体を休める一方、メ
カニックは早朝からフル回転で予定されていた定期交換部品の取替えや
点検作業を行なった。前半戦を終えた時点で2号車が総合20位、市販車
部門首位、1号車は総合27位、市販車部門4位で翌日からの後半戦に臨む。

ラリー終盤を迎えた15日、最後の難関ステ
ージであるフィアンバラ〜ラ・リオハ間で今
度は2号車が岩に駆動系部品をヒットしてし
まう。これで走行不能となったところを市販
車部門2位につけるライバル車両が先行し、
首位陥落、ひいてはリタイアの危機を迎えて
しまったのだ。だが、まもなく後方からフォ
ローしていた1号車が2号車のもとに追いつ
くと、自らの部品を外して付け替えるという
英断により2号車は再び戦線に復帰。無事に
部門首位の座を堅持し、1号車もチームのカ
ミオン（トラック）からパーツを受け取って
走行を続けることとなった。

スタート

2009.0 1.03

第5ステージ

2009.0 1. 10

2009.0 1. 15 第１2ステージ

休息日 2009.0 1.07

 ２号車も初日の転倒のアクシデ
ントから復帰し、快調な走りを見
せ、パタゴニアのロングステージ
では市販車部門１、２体制を確立。
途中、パンクやホイール破損など
に見舞われながらも、１号車（三
橋/カタルリ組）がトップで、部
門１、２体制をキープ。

 砂丘やトリッキーな山岳路などアフリカとは一味違う
難易度の高いコースとなった第６ステージ。１号車に代
わり２号車（ジボン/三浦組）が市販車部門トップをキ
ープする走りを見せ、２台揃って無事に前半戦を終えた。

 後半戦、ラリーはいよいよアタカマ砂漠へ。ダカールラ
リーのハイライトにふさわしい本格的な砂漠ステージで、
多くの車両がミスコースやスタックなどで到着が遅れた。
その中で、２号車が引き続き市販車部門トップをキープし
ながら、２台揃って難関の砂丘ステージをクリア。

 １号車のサポートを受け、２号車はその
後も安定した走りを見せた。第１３ステー
ジでは、日本から応援に駆けつけたトヨタ
車体 田中泰専務（写真左）が選手を激励。
スタッフは改めて市販車部門４連覇に向け、
健闘を誓った。

2009.0 1. 16〜17
第13〜14ステージ

2009.0 1. 1 1〜14
第8〜11ステージ

2009.0 1.8〜9
第6〜7ステージ

2009.0 1.4〜6
第2〜4ステージ

TLC、16日間におよぶラリーの記録
栄光のゴールに辿り着くまでの全行程を紹介2号車は上位の改造車勢

に大きく分け入る総合
14位／市販車部門1位、
1号車も市販車部門4位
という好成績でブエノス
アイレスにフィニッシュ。

2009.0 1. 18 ゴール
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チームの力で獲得した勝利
TLC日本人メカニックのダカール回顧録

南米ダカールは、大勢の観客が熱心に応援してくれ、疲れきった
自分たちにとっては良い刺激であり、エネルギーをもらうことも
でき嬉しかったです。２号車が壊した駆動系部品を１号車が自分
のを外して渡した時は、夜が更ける中、１号車の帰りを待ちわび
ていました。担当した１号車に思い入れと愛着を持って仕事をし
ていただけに、勝てなかったことはとても残念ですが、チームと
してデビューウィンという目標は達成できましたし、できる限り
のことはやったので悔いはありません。

担当した１号車に思い入れと愛着を持って仕事ができた
松本　敦　福岡トヨタ自動車株式会社

一番印象に残っているのは２号車が転倒して帰ってきた時。最初
はああ終わったなと思うほどでしたが、実際にはランクル200の
性能の高さを改めて実感することに。２日連続の徹夜作業はきつ
かった反面、新鮮でした。また、２号車のクルーが転倒のダメー
ジを直した我々に毎日感謝して走っていると聞き、絶対にゴール
させてやろうという気持ちになりました。それが優勝という形で
実現でき最高の思いです。終わってみればあっという間の２週間
でした。

ドライバーの感謝の気持ちが団結力に繋がった
堺　賢司　福岡トヨタ自動車株式会社

ランクル200ラリー車の開発スタッフを任じられ、小川エンジニ
アとともに約3年間にわたって車両製作に携わってきました。セ
ントラルヨーロッパラリー、続くUAEラリーではそれぞれ問題
が発生。苦しい思いもしましたが、課題をひとつひとつつぶして
いき、集大成として、ダカールでの部門優勝に繋げる事ができま
した。一番辛かったのはUAEでのリタイア。また、ダカールで
苦しかったのは１号車に駆動系トラブルが発生した時。でも２号
車の部門優勝に強い達成感を感じています。皆さんのおかげです。

苦しい思いがあったからこそ、勝利に達成感を感じる
小林義夫　東京トヨペット株式会社

ドキドキしながら車両の到着を待っていた毎日

W e are  T LC

小川エンジニア、チーフメカとパーツをチェックする小林メカ

黒澤メカとともに２号車をジャッキアップする堺メカ

１号車の作業を進める松本メカ

エンジンルームに溜まった土埃を掃除する黒澤メカ

黒澤弘安　東京トヨペット株式会社

フィリップ・シャロワ
ペドロ・アンブロシオ
パスカル・ブロア

フレデリック・クドロー
マルセル・ミキオー
ミッシェル・ボージョン
エリック・デリゾッティ
J-L.レイモンディ
J-M.レイモンディ
ニコラ・パティー

メカニック＆アシスタントクルー カミオンクルー

奥地博之コーディネーター

２号車が転倒したと聞いた時は、帰ってこれるか心配になりまし
た。また、後半戦で２号車のトラブルに対して、１号車が自分の
部品をはずしてサポートしてくれた時は、三橋ドライバーたちの
気持ちを考えるとたまりませんでした。南米でのダカールはアフ
リカよりも楽だろうと思っていましたが、実際は路面からの入力
が大きく、足回りなどの想像を越えたダメージが発生しており、
日々到着をドキドキしながら待っていました。結果的に２号車が
優勝、１号車も完走したことはこの上なく幸せです。

2007年6月よりチーム代
表に就任。堅実なチーム運
営で4連覇を目指す日仏合
同チームを支える。

チーム代表
酒井伸二
トヨタ車体株式会社 執行役員

2008年4月より監督に就
任。以前はハンドボールの
選手、コーチとして活躍。今
回が監督として初のダカー
ルラリー参戦となる。

1991年にトヨタ車体入社。
社内公募で選抜され新型ラ
ンドクルーザー200ラリー
車の開発エンジニアとして
チームに携わる。

1号車
市販車ディーゼルクラス4位

市販車部門4位
総合31位Car No.375

ダカールラリーの参戦歴は18回を誇るベ
テランの優秀ナビゲーター。TLCには
2004年より加入し、ダカールラリー
2006では市販車部門で優勝を獲得。メ
カにも詳しく、トラブルの際には非常に
頼りにされる存在。

ナビゲーター
ブルーノ・カタルリ 

（フランス）

2輪のライダーとしてダカールラリー参
戦をスタート。4輪転向後、2006年より
TLCに加入し、ダカールラリー2007で
市販車部門優勝を獲得。豊富なダカール
経験を活かし従業員ナビゲーターの育成
にも力を注いでいる。

ドライバー
三橋　淳

（日本）

2号車
市販車ディーゼルクラス優勝

市販車部門1位
総合14位Car No.378

2006年に社内選考により選ばれたトヨ
タ車体従業員ナビゲーター。UAEデザー
トチャレンジ2006、ダカールラリー
2007では新人ながらも市販車ディーゼ
ルクラスで優勝を飾る。

ナビゲーター
三浦　昂

（日本）
トヨタ車体株式会社 総務部

今回が5回目のダカールラリーで、TLC
メンバーとしては初の参戦を果たすフラ
ンス若手ドライバー。UAEデザートチャ
レンジ2007の市販車部門優勝の実績を
持ち、今大会ではバイオディーゼル燃料
を使用する2号車をドライブする。

ドライバー
ニコラ・ジボン

（フランス）

チーム監督
森　達人
トヨタ車体株式会社 総務部

エンジニア
小川登志雄
トヨタ車体株式会社 総務部

マネジメント

W e are  T LC

　ダカールラリー参戦は車両の
耐久試験そのものであり、市販
車部門での参戦にこだわってい
ます。今回のダカールラリーで、
新型ランドクルーザー200のデ
ビューウィンを達成できた事で、
ランドクルーザー200の安全性
・信頼性・走破性の高さを証明
するとともに、トヨタ車のブラ
ンド力向上に貢献することができたと思います。
　特に今大会は初めての南米大陸で厳しいラリーとなりまし
たが、当社従業員のナビゲーターと新しく加わったフランス
人ドライバーを中心に、スタッフ・メカニックが一体となり
勝ち取ったチームワークの勝利であり、厳しい経済環境の中
で明るい話題を提供することができたと思います。

　UAEデザートチャレンジ2008では、トヨタ車体の水嶋社長らとともにTLC
のスポンサー企業関係者83名が選手に熱い声援を送った。スポンサー大応援
団の存在は選手にとっても心強い存在となった。

Team M ember

T LC  SU P PO RT E RS
ダカールラリー参戦の意義を実感

トヨタ車体株式会社　取締役社長　水嶋敏夫
スポンサーの声援が選手を後押し
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バイオディーゼル燃料 
バイオプラスチックボード

セントラルヨーロッパラリーにテスト参戦！

モロッコ訓練を実施!!

16日間にも及び走り続けるラリー
そのためには膨大な量の燃料が必要となる

TLCは廃食油から精製したBDFを燃料に使用

バイオディーゼル燃料20％でラ
リーに参戦したことで、軽油に比
べて二酸化炭素排出量を13％削
減することに成功している

精製されたバイオディーゼル燃料は、現地
まで効率的に運搬できる量から算出された
20％の混合比で使用される

MISSION 4

豊田通商の関連会社である豊田ケミカルエ
ンジニアリングで廃食油に化学処理を行う。
粘度が高かった廃食油は軽油に近い物質に

MISSION 3

集まった膨大な量の廃食油を専用容器に移
し替える。その後、太田油脂で前処理を行
う

MISSION 2

従業員の家庭や食堂、一般の方々から廃食
油を回収。多くの人々の協力あってこその
計画であることがうかがえる

MISSION 1

環境に配慮し たTLCの取組み
バイオプラスチックボードはバック
ドアウィンドウ、リヤウィンドウ、
リヤクォーターウィンドウに使用され、
ダカールラリー制覇に一役買った

完成したバイオプラスチックボード。ボー
ドの作成は、トヨタ車体の新規事業部開発
プロジェクトのメンバーを中心に行われた

MISSION 4

ケナフの皮から取った強い繊維を用いて、
頑丈なボードを作成する

MISSION 3

ケナフは成長が早く、約半年で茎の高さは
3〜4mに達する。二酸化炭素の吸収量は
杉の７倍

MISSION 2

従業員や小学校、地域の方々の手によって、
ケナフが植樹される。ケナフはアオイ科フ
ヨウ属の一年草

MISSION 1

自然の厳しさを感じさせる過酷なラリー
競技車両にも強靱なボデーが必要とされる
TLCはそのボデーの材料に植物を採用

回収した廃食油を
ラリー車の燃料に

BDFバイオディーゼルフューエル

育てた植物を
ボデーの一部に

KENAFケナフ

ハンガリーのブダペストを
スタートし、ルーマニアを
通過しながら、再びハンガ
リーのバラトン湖にゴール
する「セントラルヨーロッ
パラリー」に新型ランドク
ルーザー200の実戦テスト
として参戦した。残念なが
らリタイアに終わったもの
の、ダカールラリーに向け
て貴重なデータを収集する
ことができた。

MISSION 1
2008.04.20-26

新型ランドクルーザーの習
熟や各機能部品の確認、セ
ッティングを見極めるべく、
モロッコでダカールラリー
の演習を実施した。様々な
環境で走行訓練を行い、新
型車の素性や問題点を洗い
出すことに成功。また、新
たに加わった日本人メカニ
ックのトレーニングも行っ
たことで、チームとしてひ
と回り大きくなることがで
きた。

MISSION 2
2008.06.16-07.04

高地トレーニングを実施!!!

本番を想定し、高地シミュ
レーションを７月から毎月
実施した。低酸素室では標
高5000mの環境を再現。
サイクリングマシンで運動
後に心拍数と血中酸素濃度
を計測し、身体への影響を
理解したり、実際にドライ
ビングシミュレーションを
行った。回数を重ねる毎に、
トレーニングの効果を確認
でき、心身ともにダカール
への準備は万端であること
を示した。

MISSION 3
2008.07-12

MISSION 

MISSION 

MISSION CHART

MISSION CHART

MISSION COMPLETE !

MISSION COMPLETE !
＜廃食油回収にご協力頂いた皆様＞
富士松東小学校
富士松中学校
小金井工業高等学校
全日本学生自動車連盟関東支部
安城産業文化公園デンパーク

　　　　

ダカールラリーに向けた
厳しいトレーニングの数々



121313

　

今
回
デ
ビ
ュ
ー
ウ
ィ
ン
を
果
た
し
た
ト
ヨ
タ
・
ラ

ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
２
０
０
の
競
技
車
両
は
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
搭
載
車
を
ベ
ー
ス
に
し
た
市
販
車
部

門
仕
様
で
あ
る
。
改
造
範
囲
を
厳
し
く
制
限
さ
れ
る

同
部
門
で
許
さ
れ
る
の
は
一
定
の
方
法
に
基
づ
く
補

強
の
ほ
か
は
、
安
全
装
備
や
大
型
燃
料
タ
ン
ク
、
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
機
器
な
ど
の
装
備
が
中
心
。
こ
の
た

め
市
販
車
の
素
性
を
大
き
く
反
映
し
た
内
容
と
な
る

の
が
特
徴
で
、
今
回
の
開
発
に
あ
た
っ
て
も
パ
ワ
フ

ル
な
エ
ン
ジ
ン
や
高
い
走
破
性
な
ど
、
ラ
ン
ク
ル
２

０
０
の
特
長
を
活
か
し
な
が
ら
、
最
高
レ
ベ
ル
の
ポ

今回の新型車両の開発には3年あまりをかけました。最初は
モロッコでトヨタ車体開発部門の協力を得てランドクルーザ
ー100のベンチマーク作り（データ収集）からスタート。前身
であるトヨタ・チームアラコが100の開発をした際は在フラ
ンスのG.サラザン氏をエンジニアに据えた体制でしたが、今
回は我々トヨタ車体が中心となって、トヨタ自動車はもちろ
ん、国内外のサプライヤーの協力を得て、車両製作を行うフ
ランス側との協業で開発を行いました。200への変更点は車
両全体に及びますが、CAEを活用してボデー補強の軽量化
を行ったり、サスペンションとパワートレーンについては特
に重点的に開発を進め、パワフルかつレベルの高いハンドリ
ング性能を備えるラリー車に仕上がったと自負しています。
また、フランス、モロッコなど約2万キロのテスト走行を行
っていますが、実戦テストとして参戦したセントラルヨーロ
ッパラリーでは、テスト走行では確認できなかったトラブル
も発生。でも、そのおかげでダカール本番までに総合的なバ
ランスの取れた車両にまとめることが出来たのだと思います。
今回の結果は参画してくださった方々全員のサポートがあっ
て成し得たもの。これからも勝ち続けることでランドクルー
ザー200の優秀性を実証していきたいと考えています。
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車両型式	 VDJ200
全長	 4950（mm）
全幅	 1970（mm）
全高	 1910（mm）
エンジン	 1VD-FTV型（ディーゼルエンジン）
総排気量	 4461（cc）
燃料タンク容量	 390ℓ
最高出力	 245/3800（ps/rpm）
トランスミッション	 5速マニュアル
ステアリング	 ラック＆ピニオン式
ブレーキ	 ベンチレーテッドディスク
ショックアブソーバー	 リザーバタンク付単筒ガス式
サスペンション	 FR	/	ダブルウィッシュボーン式	
	 独立懸架コイルスプリング
	 RR	/	トレーリングリンク車軸式	
	 コイルスプリング
タイヤサイズ	 285/70R17
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Focus on New Technology
TOYOTA Land Cruiser 200

市販車部門を制したTLCのニューマシン、ランドクルーザー200
さらなる進化を遂げたマシンの知られざる秘密に迫る

『格段に進化したランドクルーザー２００』
小川登志雄エンジニアの声

車両開発ストーリー

SPECIFICATION

ロールゲージで補強される車体後部には4本のスペアタイヤを収納

モロッコの開発テストを経て、性能が最適
化されたラリー仕様のサスペンション
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新しいランドクルー
ザー200はヘッドラ
イトにHID（ディス
チャージ・ヘッドラ
イト）を採用。震動
に弱いフィラメント
が存在せず、耐久性
に優れるHIDは消費

小糸製作所
HID（ディスチャージ・ヘッドライト）

電力も小さいため、終日点灯するダカールラリーで
は理想的。遠方の視界を十分確保し、ドライバーに
安心感を持たせる欠かせないアイテムだ。

標高4800mを越えるアン
デス山脈では朝晩は冷え込
むが、日中の気温は40℃以
上。さらにアタカマ砂漠の
砂嵐、パンパの雨、激しい
寒暖差などダカールのウェ
アにはあらゆる面で高い性
能が求められる。TLCが使
用するコロンビアは10年来
オフィシャルウェアとして
主催者にも供給されている
定評のブランドだ。

コロンビアスポーツウェアジャパン
各種スポーツウェア

新しいランドクルー
ザー200のブレーキ
パッドはエンドレス
製。ダカールラリー
では砂丘からグラベ
ル、アスファルトま
であらゆる路面でそ
の性能が求められる。

エンドレス
ブレーキパッド

アフリカでテストを繰返したエンドレスのブレーキ
パッドはあらゆるコンディションで３トン級のラリ
ー車をコントロール。確実な制動とドライバーに絶
大な安心感をもたらした。

タイヤ空気圧と温度
情報を無線で送る
TPMS送信機をタイ
ヤに装着して、車内
の受信機でドライバ
ーに知らせる装置と、
タイヤに近づけてボ
タンを押すだけで瞬

太平洋工業
タイヤ空気圧監視システム

時にタイヤの空気圧がわかる携帯用の液晶表示機能
付きワイヤレスエアチェッカーがTLCのアシスタン
トカーに搭載されている。タイヤ管理が重要なこの
ラリーにとって心強い装置だ。

TLCはアラミド繊維
を強化材に用いた熱
可塑性樹脂コンポジ
ットからなるシュノ
ーケル、フェンダー
ライナー、そしてエ
ンジンアンダーカバ
ー（一部に使用）を

東レ・デュポン
アラミド繊維強化熱可塑性樹脂コンポジット材料

搭載。これらは経済産業省中部経済産業局より委託
された戦略的基盤技術高度化支援事業の研究開発の
中で今後の実用化に向けたテスト品としてTLCに供
給されている。 

FIA公認シートのRECARO
製SPGモデルを採用する
TLCは、シートクッションのチ
ューニングを野口装美に依頼
している。同社は2輪用のカ
スタムオーダーシートの名門で、
特殊な材料を駆使しながら
各乗員の骨格に合わせて適
切な面圧分布に調整。その
シートは長時間の悪路走行
という状況下で疲労低減に
確かな効果をもたらしている。

野口装美
シートクッション

TLCのランドクルー
ザー200は大排気量
過給エンジンに適し
たエンジンオイル、
300Vコンペティシ
ョンをはじめ、ミッ
ション／トランスフ
ァー、デフ用などの

MOTUL
エンジンオイル

油脂類全般、並びにエンジン用クーラントにモチュ
ール製品を採用。なかでも耐熱性に優れた添加剤を
配合したデフオイルは高温になりがちなフロントデ
フでも余裕の性能で安心感をもたらす。

物品・技術支援企業

TLCランドクルーザーを
サポート!過酷な環境を走り続けるからこそ

信頼性の高いアイテムは勝利へのカギとなる
TLCのダカールラリーへの夢を実現に導いたのは

協賛企業の技術力のサポートにほかならない

マシンにも人にも過
酷なダカールラリー
で、TLCの情報通信
技術を支えていたの
は日本電気株式会社

（NEC）から無償貸与
されたShield PRO。
防滴、防塵、耐衝撃、

日本電気
ShieldPRO

耐震動仕様で過酷な環境でも動作可能なこのパソコン
はランクル同様、堅牢性、信頼性、耐久性を兼ね備え、
新型ラリー車両の開発を始め、ビバーク地での情報収
集、データ整理、戦略立案など重要な役割を担う。

ダカールラリーでは
３次元的に大きな入
力が常に続くだけに
ヘルメットの重量は
疲労に大きく影響す
る。また、暑い車内
で長時間装着するた
め快適性も重要だ。

アライヘルメット
ヘルメット（GP-J2）

使用しているのは４輪競技用の新世代オープンフェ
イスモデル、GP-J2で、FIA公認競技出場可能なス
ネルSA規格を取得。内装を簡単に取り外せるイージ
ーメンテナンスなどの特徴を持つ。

車内温度が60度に
も達する過酷なダカ
ールラリー。ポリエ
ステル不織布を用い
た吸音・断熱材の
RuBA®はその優れ
た特性で車外の騒音
と車内の温度上昇を

一村産業
RuBA®（吸音・断熱材）

防ぎ、ドライバーの集中力と体力の低下を抑える。ま
た、従来品のガラスウールに対して重量は約1/2と
ラリー車の軽量化にも貢献。
※RuBA®は一村産業 (株)・高安 (株)・東レ・デュポン (株)の登録商標です。

格段に進化した新し
いランドクルーザー
200の足元を支える
ホイールはエンケイ
製のマグネシウム鍛
造ホイール。F1、GT、
WRCで培ってきた
技術を惜しみなく投

エンケイ
ホイール

入したホイールは、世界一過酷と言われるダカール
ラリーのフィールドでも申し分の無い耐久性と信頼
性を兼ね備える。

カシオの腕時計Ｇシ
ョックは2006年大
会よりTLCのスポン
サーを務める。今回
供給されたモデルは
耐衝撃性に加えて泥
・塵・ホコリからモ
ジュールを守るマッ

カシオ計算機
時計 G-SHOCK MUDMAN

ドレジスト構造を採用し、過酷な状況下での使用に
応えるマスター・オブ・Ｇシリーズの「MUDMAN」

（マッドマン）。GW-9000モデルは日本のほか5カ国
の電波に対応する電波時計だ。

格段に進化したラン
クル200のサスペン
ションには、KYB製
別体式リザーバータ
ンク付ショックアブ
ソーバーを採用。２
年以上に渡るテスト
を繰返し、ダカール

KYB
ショックアブソーバー

ラリーで想定される猛烈な砂塵に対する対ダスト性
能の確保や、あらゆる路面での操安性・追従性・耐
久性を確保。新型ランドクルーザー200のデビュー
ウィンに大きく貢献した。

スーパーGTやフォ
ーミュラカーに数多
く採用されているタ
カタのフルハーネス
シートベルトは、岩
場や砂丘などの過酷
な路面を走るダカー
ルラリーにおいても、

タカタ
シートベルト

安心感を与え、積極的な走りをサポート。グリーン
の綾織りウェビングベルトは３インチ幅。緩みにく
いアジャスターや薄型のレバーリリース式丸バック
ルなど、安全快適で優れた機能性が特徴だ。

黄色に塗られたフロ
ント＆リヤのコイル
スプリングは中央発
條によるラリー専用
開発品。優れた靭性

（粘り強さ）を備え、
折損などのトラブル
とは無縁の高品質が

中央発條
コイルスプリング

自慢だ。ダカールラリーのあらゆる路面での操安性
・追従性に優れた新型ランドクルーザー200のサス
ペンションに欠かせないスプリングだ。

昨今の自動車に不可
欠な車載ネットワー
クの開発をサポート
するベクター。TLC
の新型ランドクルー
ザー200もネットワ
ークのデータロガー
としてGL1000を採

ベクター・ジャパン
コンパクトデータロガー（GL1000）

用。コンパクトなGL1000は車両への設置も容易で、
さらに長時間連続ロギングも可能なため車載テスト
等に最適なデータロガーとなっている。　

工具商社の峰澤鋼
機はドイツ・スタビ
レー社製工具、タイ
ヤ交換等で使用す
るマキタ製電動イン
パクト、そしてアサ
ヒ 製 の 軽 量 工 具
LIGHTOOLなどを

峰澤鋼機
ハンドツール

TLCに供給。スタビレーの工具は精度の高さと軽さ、
そして頑丈なことで有名。その特徴を活かしてラン
ドクルーザー200に１セットづつ搭載され、クルー
による緊急措置などに効果を発揮する。

ラリー中ビバーク地
や車内でドライバー
とナビゲーターの栄
養補給、水分補給と
して飲用されたのは
大塚ベネックLLPよ
り提供のポカリスエ
ットとカロリーメイ

大塚ベネックスLLP
カロリーメイトゼリー、ポカリスエット

トゼリー。カロリーメイトゼリーはスタート前の短
時間でも簡単に栄養補給することができ、ポカリス
エットは発汗により失われた水分、イオン（電解質）
をスムーズに補給できる。
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